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建築構造体の数値解析 
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職名： 教授 学位： 博士（工学） 
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技術相談 

提供可能技術： 

・特別な条件を持つ構造体の数値解析ソフトの開発 

・木造耐震診断ソフトの提供 

・問題解決のための技術提案 

 

研究内容： 建築構造および液状化地盤の数値解析 

以下に示したような研究を行っている。 

 

建築構造部材の設計において，例えば， 

１）元設計と施工時の都合による接合部配置の変更による他の部材への影響， 

２）高層ビルの簡易振動応答履歴計算， 

３）鉄骨構造での最小重量設計， 

等の様々な状況に応じた簡潔な数値計算プログラムを開発する。 

同時に建物の耐震診断とその結果に基づく補強法の提案と計画を行う。下図の例ではレンガ造の建物に対して， 

その耐震能力を等価 RC１次診断法により判定（耐震診断）し，必要とする補強量を求めて（不足強度の算定），バットレ

スにより補強する提案を行っている。 

また，液状化の可能性のある地盤に対して，液状化するときの建物の挙動を数値計算により推定し，適切な補強部

位の判定をする。 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

Ｘ direction
　１Ｓ 　２Ｓ

2,590 kN 0 kN

τc= 2.0 N/mm2 τc= 2.0 N/mm
L= 200 cm L= 200 cm

Frame Buttress Aｊ (cm2) Frame Buttress Aｊ (cm2)
1 ○ 6,474 1
2 ○ 6,474 2
3 ○ 6,474 3
4 ○ 6,474 4
Σ 4 25895.40 Σ 0 0.00

Y direction
１Ｓ 　２Ｓ

Requied Strengthning ＝9,226 kN Requied Strengthning ＝ 0 kN

τc= 2.0 N/mm2 τc= 2.0 N/mm

L= 200 cm L= 200 cm

Frame Buttress Aｊ (cm2) Frame Buttress Aｊ (cm2)
A ○ 11,532 A
B B
C ○ 11,532 C
D D
E ○ 11,532 E
F ○ 11,532 F
G ○ 11,532 G
H ○ 11,532 H
I I
J ○ 11,532 J
K K
L ○ 11,532 L
Σ 8 92,258 Σ 0 0

B (cm)

32.4
32.4
32.4
32.4
－

B (cm)

57.7

B (cm)

57.7

57.7

57.7
57.7
57.7

B (cm)
57.7

57.7

Requied Strengthning ＝ Requied Strengthning ＝

－

－

－

1.00

1.00 0.80 　１st level ：ＩＳＯ 0.96

1.20 　2nd level：ＩＳＯ 0.00

2

0.00 0.34 2.02 Ｅ０ ＩＳ ＩＳ０

（ＣＴＦ） （E0ＳＤＴ） 0.96 ＩＲＥＱ ＣＲＥＱ ＱＲＥＱ ［kN］ ＱＲＥＱ ［ｔ］

0.8 － － － － － － － － － － － －

1.0 － 0.24 2.02 2.25 1.69 1.69 1.35 ○ 0.00 0.00 0 0

0.00 0.34 2.04 Ｅ０ ＩＳ ＩＳ０

（ＣＴＦ） （E0ＳＤＴ） 0.96 ＩＲＥＱ ＣＲＥＱ ＱＲＥＱ ［kN］ ＱＲＥＱ ［ｔ］

0.8 － － － － － － － － － － － －
1.0 － 0.24 2.04 2.28 1.71 1.71 1.37 ○ 0.00 0.00 0 0

0.00 0.15 0.94 Ｅ０ ＩＳ ＩＳ０

（ＣＴＦ） （E0ＳＤＴ） 0.96 ＩＲＥＱ ＣＲＥＱ ＱＲＥＱ ［kN］ ＱＲＥＱ ［ｔ］

0.8 － － － － － － － － － － － －
1.0 － 0.11 0.94 1.05 1.05 1.05 0.84 × 0.12 0.15 2,590 264

0.00 0.15 0.56 Ｅ０ ＩＳ ＩＳ０

（ＣＴＦ） （E0ＳＤＴ） 0.96 ＩＲＥＱ ＣＲＥＱ ＱＲＥＱ ［kN］ ＱＲＥＱ ［ｔ］

0.8 － － － － － － － － － － － －
1.0 － 0.11 0.56 0.67 0.67 0.67 0.54 × 0.42 0.53 9,226 941
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